
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年１２月 

矢島小学校保健室 

No.１１ 

 寒さが少しずつ厳しくなってきました。冬と言えば、連想されるものがいくつかあります

が、その中の１つに“感染症”が思い浮かびます。本校でもインフルエンザで学級閉鎖をした

クラスがありました。2025年もあともう少しで終わりますが、元気で健康に新しい年を迎

えられるように健康管理にご配慮をお願いします。 

もしかしてインフルエンザ？？ 
 かぜの症状(咳やくしゃみ、鼻水)に加えて、悪寒がしたり、急に高い熱(38℃以上)が出た

り、関節が痛んだりしたときは、インフルエンザかもしれません。早めに受診し、安静にしまし

ょう。受診結果を学校に連絡するようにお願いします。 

 また、感染拡大防止のためにご家庭で学校に来る前に体温を測定するなど

の健康観察をお願いします。体調が悪い場合は、無理をしないようにお願いします。 

なお、インフルエンザの出席停止期間は、発症後５日間経過し、 

かつ、解熱後した後２日経過するまでです。先月にほけん 

だより②とメール配信で登校再開日早見表を配信していますので 

ご確認ください。 

 



 

 

 

 

 

 

 

水筒の準備をお願いします！！ 
 先月のほけんだよりでもお伝えしましたが、冬季期間も水筒の準備を

お願いいたします。夏季期間と同じく、水筒の中身は水かお茶にしてく

ださい。暖房を使うことによって、湿度が下がり乾燥しやすくなります。

乾燥している環境は、かぜなどのウイルスが広がりやすくなります。水分

補給をしてのどをうるおしてウイルスから守りましょう。 

 

～冬に注意したい体のサイン～ 
  

 

 

 

これらは脱水症のサインです。夏に起こると思われがちな脱水症ですが、実は冬に 

     も起こることがあります。冬もこまめに水分補給する習慣をつけましょう！ 
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